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● 西蒲区データ　　人口 54,375人（－69）　世帯数 20,862世帯（－6）　男 26,369人（－30）　女 28,006人（－39） ※10月末現在の住民基本台帳。
　カッコは前月末比

　いよいよ冬本番、雪の季節になります。西蒲区では安全な道路交通網を確保
するため、除雪計画路線図を作成し、雪に対する体制を整えています。詳細な
路線図は各自治会に配布するほか、建設課または区内の各出張所でも確認で
きます。除雪作業について、区民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　なお、本日発行の市報にいがた1～3面に、除雪についての記事が掲載され
ています。併せてご覧ください。

【問い合わせ】

▼市が管理する道路の除雪について
▼西蒲区除雪計画路線図について
建設課 維持係（☎0256-72-8513）
▼自治会・町内会が行う除雪の費用助成について
 ・自治会除雪助成　・歩道除雪奨励金交付制度
 ・歩道除雪機械購入補助金交付制度
建設課 管理まちづくりグループ（☎0256-72-8507）令和4年度　西蒲区除雪計画路線図

　弥彦山スカイラインと五ケ峠は、例
年通り積雪および路面凍結が予想さ
れる12月1日から3月31日（予定）ま
で昼夜を問わず「全面通行止め」とな
ります。
　また、4月中旬までは、路面凍結の
恐れがあるため「夜間通行止め」とな
ります。

　地吹雪が発生すると視界が悪くなり、運転が大変困難となります。地吹
雪が発生する恐れのある広域農道など、周囲が開けた道路の利用はでき
るだけ避け、幹線道路を利用しましょう。
　過去の状況を踏まえ、地吹雪で立ち往生した箇所や一時通行止めにした
箇所には、地吹雪発生時通行注意の看板を設置しています。通行の際は注
意してください。

【お知らせ】

地吹雪発生時の通行に注意！

　消雪パイプはセンサーによる自動運転を行っていますが、井戸枯れや、
ポンプの負荷による故障を防ぐために、午後2時～3時、午後4時～5時の
間は、消雪パイプの運転を停止します。

消雪パイプの運転休止時間についての通行に注意！

　路上駐車があると、除雪車が通行できず除雪作業が遅れてしまうため、
地域全体の迷惑になります。事故の原因にもなりますので、路上駐車はし
ないようにしましょう。

路上駐車はやめましょう

車道 市が実施

国などが実施
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▲地吹雪発生時の車内からの視界 ▲地吹雪警戒標識
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問い合わせ・申し込みの際は、電話番号のかけ間違いがないようご注意ください。

令和4年 1 2月４日

お知らせ版
＝日時　 ＝会場　 ＝内容　 ＝対象・定員　
＝参加費（記載のないものは無料）
＝申し込み（記載のないものは申し込み不要。当日直接会場へ）　

日
￥
申

問
場 内 人

＝問い合わせ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載した催しなどが中止となる場合
があります。開催については事前に主催者へ問い合わせてください。感染症予防
のため、催しなどに参加する際はマスクを持参し場面に応じて着用してください。

●申請は1人あたり約20分（待ち時間を除く）

●当日その場で顔写真を撮影。申請に係る費用は無料

●カードは申請後おおむね2か月程度で住所地へ郵送

※受付定員を超えた場合、受付時間内であっても受付を

　終了することがあります。あらかじめご了承ください

　12月13日(火)午前9時半～正午

　西川出張所

　新規申請で、西蒲区に住民登録のある人　先着100人

　※代理申請不可。15歳未満の人は親権者と来場

持ち物　本人確認書類2点（運転免許証、健康保険証などできるだけ顔写真入りのもの）、
　　　　  通知カード　※紛失した場合は申請時に申し出てください

　　　 ※自宅に郵送された二次元コード付き個人番号カード交付申請書、住民基   

　　　　　 本台帳カードがある人は持参

　区民生活課（☎0256-72-8326）

◎応募資格（以下の2つの資格にどちらも該当する人）
　①西蒲区、または弥彦村に在住の世帯の人
　②65歳以上の人が同居、または独居世帯の人
◎記入事項（「電話機希望」と必ず記入）
　①申込者の住所・氏名・年齢・電話番号
　②65歳以上の人の氏名・年齢

●はがきの宛先
　〒953-0042
　新潟市西蒲区赤鏥1071番地　西蒲警察署　生活安全課
●FAXの宛先
　0256-72-7089　西蒲地区連合防犯協会
●電子メールの宛先
fm849@pocaradi.com　広報支援　エフエム角田山（ぽかぽかラジオ）
締め切り　1月20日(金)　当日消印有効
抽　　選　1月23日(月)　当選者に順次確認電話をします
　西蒲警察署 生活安全課（☎0256-72-0110）

●クリスマス会
　12月23日(金)午前10時半～
講師　いもっこクラブ
　先着10組
　12月16日(金)から直接または電話で
同センターへ

●育児講座「イヤイヤ期について」
　12月9日(金)午前10時～11時
講師　斎藤裕さん（新潟県立大学教授）
　先着5組
　直接または電話で同センターへ

●赤ちゃん広場「ベビーマッサージ」
　12月12日(月)午後2時20分～
講師　鷲尾智恵子さん（助産師）

　先着5組
　直接または電話で同センターへ
●クリスマス会
　12月23日(金)午前10時50分～
　先着5組
　直接または電話で同センターへ

●クリスマス製作
　12月7日(水)・14日(水)
　午前10時～11時
講師　板谷朋子さん（絵画造形教室講師）
　先着4組
　直接または電話で同センターへ

●リラックスヨガ
　12月8日(木)午前10時半～
講師　宮本綾乃さん（ヨガインストラク
ター）
　先着5組
　直接または電話で同センターへ

●クリスマスコンサート
　12月12日(月)午前10時半～
講師　後藤ナガ子さん（音楽セラピー）
　先着8組
　直接または電話で同センターへ

●おやこ体操
　12月7日(水)午前10時半～
講師　めぐみこども園体操講師
　先着5組
　直接または電話で同センターへ

　12月1日(木)からクリスマスアドベン
トを開催しています。児童館で1日1チャ
レンジ！12月17日(土)からはクリスマ
ス工作もできます。児童館に来てクリス
マスを指折り数えよう！
　12月13日(火)の午後は休館です。

　展示替え作業のため臨時休館します。
休館日　12月20日(火)～1月15日(日)
　潟東樋口記念美術館
（☎0256-86-3444）

　図書館職員のおすすめの本を入れた福
袋を貸し出します。
　12月17日(土)～1月15日(日)

　西川図書館・岩室図書館・巻図書館
　西川図書館（☎0256-88-0001）

　映画「カリーナの林檎～チェルノブイ
リの森～」
　旧ソ連（現ウクライナ）チェルノブイ
リで起きた原発事故のその後を描いた、
日本人監督による劇映画を上映します。
（運営協力：シネマ大川座クラブ）
　中之口地区公民館　1階多目的ホール
　12月18日(日)午後1時半～3時半
（開場：午後1時～）
　先着60人
　中之口地区公民館
（☎025-375-5008）

　12月22日(木)
①体操タイム：午後2時～3時、
②測定タイム：午後2時半～3時半
　巻地域保健福祉センター
　①理学療法士による健康ミニ講話・体
操・各種測定（希望者）、②血圧・血管
年齢測定・体組成測定　
※体組成測定は人数制限を行う場合があ
ります
　①②各先着20人
持ち物　内履き、飲み物
その他　自宅で体温を測定し、記録して
持参してください
　12月20日(火)までに電話で健康福祉
課健康増進係（☎0256-72-8380）へ

潟東歴史民俗資料館・潟東樋口
記念美術館　臨時休館のお知らせ

お知らせお知らせ

本の福袋を貸し出します

なかのくちシネマ大川座
だ い  せ ん    ざ

からだ測定！体操教室（要予約）

催　　し催　　し

子育て子育て（子育て支援センター・児童館）

マイナンバーカード出張申請受け付け会
12月中に申請すると、
最大2万円分の
マイナポイント
を取得できます！

※取得には申し込みが必要です

詐欺ストッ
プ！ おじいちゃん、おばあちゃんの優しさにつけ込む詐欺から、財産を守る

防犯機能付き電話機お年玉プレゼントキャンペーン！防犯機能付き電話機お年玉プレゼントキャンペーン！
はがき・FAX・電子メールでの申し込みで、防犯機能付き電話機が抽選で当たる！

パナソニック製

主な機能
・着信時に相手に警告
・自動通話録音
・非通知着信拒否

コードレス電話機（子機1台付き） 西蒲区・弥彦村で

当たる！！ に
合計20人
・・・・・

まちの話題！ 西蒲区のいちじく団地を紹介します
　旧JA越後中央管内では、30年ほど前からいちじ
く栽培が開始され、年々生産が拡大していましたが、
平成28年頃から、生産量・販売額ともに伸び悩ん
でいました。そこで、新潟県園芸振興基本戦略の策
定に合わせて、JA新潟かがやきいちじく部会は、産
地の生産拡大を支援するため、令和2年から「いち
じく塾」を開講しました。参加者数は年々増加してお
り、参加者の中からいちじく栽培を開始する人も出てきています。また、令和3年
度には、JAが事業主体となり県や市の補助事業を活用し、馬堀地区にいちじく団
地を整備しました。生産者の適切な栽培管理や蓄積されたいちじく部会のノウハ
ウなどにより、植え付け1年目である今年度から収穫が行われています。このいち
じく団地には、花角英世新潟県知事をはじめ多くの人が視察に来ています。

▼花角英世新潟県知事の視察の様子


